
技術概要
　人間の演奏する楽器の音情報からその演奏位
置を特定し、次の演奏箇所を予測するリアルタ
イム楽譜追跡技術です。この技術をもとに、単
独の楽器演奏に合わせてオーケストラを自動再
生する自動演奏システムを開発しました。

背景・従来技術
　電子ピアノには、主旋律に合わせて伴奏を再
生する機能が備わっているものがありますが、
現実的にはピアノの練習に限られてしまいます。
様々な楽器に対応するためには、楽器の音情報
を使って演奏の位置を追跡する技術が必要とさ
れてきました。

特徴
　この技術では、特別な楽器は必要なく、どの
ような楽器の演奏でも、単旋律や複数の声部か
らなる多声音楽にも対応します。また、演奏の
揺れ（演奏ミス、テンポの変化）を許容し、少
し戻って演奏（弾き直し）するなど、人間の演
奏にありがちな想定外の演奏にも柔軟に追従で
きることが特徴です。

実用化イメージ
　例えば、バンドの全員が集まらなくても一人
で練習ができる楽器の練習支援システムや自分
の声に伴奏が合わせてくれる次世代カラオケな
ど、新たな音楽体験への応用が考えられます。
その他、使う人の技量・身体能力を問わず、楽
器の演奏をサポートする技術は、演奏する楽し
さを併せ持ったリハビリ機器などにも役立ちま
す。
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・演奏支援システムの開発
・演奏支援システムのリハビリ応用

共同研究を希望するテーマ

　多かれ少なかれ音楽は人間の生活に欠かせない存在です。音楽を理解する能力は人間本来の傑出
した能力の一つですが、近年の情報処理技術は人間と音楽の関わりに新しい価値を生み出しつつあ
ります。
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